
～今月の紙面～
3　募集　囲碁大会
4　撮れびあん！
　　お元気ですか
5　募集　チャレンジ私の健康づくり2024
�　100歳まで自分の足で歩いて生涯元気　第２回
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事務局休業日について
12月28日（木）～1月8日（月祝）は事務局休業日とさせ
ていただきます。ご協力をお願いします。

第82回全国教育美術展　特選（作品）

絵画 　雪がふる　木津川市立梅美台小学校２年（現３年）� 川上　菫

チラシを挟み込んでいます。ぜひご覧ください。

受賞者・チャレンジの感想は互助組合報1月号に掲載します。
賞品の発送は12月中旬〜下旬予定

マイホームの新築・購入・リフォーム割引制度の案内

「琵琶湖一周ウォーキングチャレンジ」

2023年12月15日（毎月１回15日発行）　平成20年１月 24日第三種郵便物承認　第186号　１部20円（購読料は会費に含みます）
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れ
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
事
業
へ

の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
の
工
夫

に
つ
い
て
も
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

10
月
17
日
～
11
月
16
日
受
付
分

�

→
12
月
18
日
送
金

11
月
17
日
～
12
月
11
日
受
付
分

�

→
２
０
２
４
年
1
月
16
日
送
金

12
月
の
口
座
引
き
落
し
は
19
日

　
12
月
19
日
（
火
）
に
引
き
落
し

が
あ
る
方
は
、
預
金
口
座
残
金
が

不
足
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
引
き
落
し
明
細
を
記

載
し
た
送
金
・
振
替
通
知
書
は
２

か
月
分
を
ま
と
め
て
偶
数
月
に
送

付
し
ま
す
。
11
月
分
・
12
月
分
は

12
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

予
防
接
種
は
給
付
対
象
外
で
す

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

種
の
費
用
は
、
健
康
保
険
適
用
外

の
た
め
、
療
養
補
助
金
給
付
対
象

外
で
す
。

「
医
療
給
付
証
明
書
」
は

２
月
８
日
以
降
に
発
行
し
ま
す

　
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
必

要
な
「
医
療
給
付
証
明
書
」
は
、

２
月
８
日
以
降
に
発
行
し
ま
す
。

必
要
な
方
は
退
職
互
助
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
２
月
中
に
必
要

な
方
は
、
１
月
16
日
必
着
で
、
12

月
分
ま
で
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
６
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
定
店
の
所
在
地
変
更

・
東
洋
羽
毛
関
西
販
売
株
式
会
社

　
京
都
営
業
所

　

�

京
都
市
伏
見
区
竹
田
西
段
川
原

町
１
０
３

特
約
薬
局
の
契
約
終
了
11
月
30
日
付

・
テ
ィ
エ
ス
調
剤
薬
局
み
ず
ほ
店

1月相談事業（無料）

・相談時間１人30分程度、
　事前予約制で受付けます。
・必ず電話で２日前までに
　事務局に申込んでください。
　（先着順）☎075-752-0540

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）

「
交
通
事
故
」「
借
金
の
整
理
」

「
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
」
等

1
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
12
時

「
相
続
・
遺
言
書
の
書
き
方
」「
住
宅
・
不
動
産
」

「
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
」
等

1
月
16
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

生

談

法
　律
　相
　談

生
　活
　相
　談

　
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営

委
員
・
支
部
長
合
同
会
議
で
は
、

理
事
会
か
ら
の
報
告
の
他
、
指
定

店
制
度
、
健
康
保
険
者
が
発
行
す

る
「
医
療
費
通
知
」
に
よ
る
療
養

補
助
金
の
請
求
、
退
職
教
職
員
の

つ
ど
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
、
小
規
模
支
部
へ
の
補
助
な

ど
の
支
部
財
政
と
い
っ
た
諸
課
題

に
つ
い
て
の
報
告
・
協
議
が
あ
り

ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
全
国
で
利

用
で
き
る
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
」「
サ
ー
ビ
ス
の
お
得
感
を
わ

か
り
や
す
く
広
報
し
て
ほ
し
い
」、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ

い
て
は
「
励
み
に
な
っ
て
い
る
一

方
で
、
秋
の
他
の
行
事
と
重
な
っ

て
出
に
く
い
人
も
い
る
」「
高
齢

の
方
の
楽
し
み
に
な
っ
て
お
り
、

支
部
の
サ
ー
ク
ル
や
大
会
に
は
参

加
で
き
る
が
、
車
で
府
の
大
会
に

出
か
け
る
の
が
し
ん
ど
い
」、
支

部
財
政
で
は
「
小
規
模
支
部
へ
の

補
助
の
提
案
は
大
歓
迎
」「
固
定

費
と
人
数
単
価
の
調
整
で
や
る
方

法
も
検
討
材
料
」「
料
金
受
取
人

払
郵
便
や
安
価
な
印
刷
会
社
を
利

用
す
る
な
ど
の
費
用
削
減
を
し
て

い
る
。
会
計
の
担
当
者
で
工
夫
し

て
い
る
こ
と
の
交
流
を
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
や
要
望
が
出
さ

運
営
委
員
・
支
部
長合同

会
議
報
告

10
月
25
日
、
寒
川
理
事
長
を
は

じ
め
理
事
会
代
表
５
名
は
、
京
都

府
及
び
京
都
市
に
対
し
て
補
助
金

等
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

京
都
府
に
対
し
て
は
、
府
補
助

金
の
凍
結
解
除
と
と
も
に
、
福
利

厚
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
余
暇

の
確
保
、
互
助
組
合
事
業
に
参
加

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
厚
生
専
免

（
※
）
の
適
用
な
ど
の
条
件
整
備

を
求
め
ま
し
た
。

府
教
育
委
員
会
の
仲
井
管
理
部

長
か
ら
「
福
利
厚
生
は
教
職
員
の

処
遇
改
善
の
大
き
な
要
素
で
あ
り
、

引
き
続
き
３
者（
互
助
組
合
・
府
・

共
済
組
合
）
が
一
体
と
な
っ
て
福

利
厚
生
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
」「
要
望
は
真
摯
に
受
け
止
め

る
が
、
府
の
財
政
状
況
等
か
ら
補

助
金
の
凍
結
解
除
は
難
し
い
。
総

体
と
し
て
何
が
で
き
る
か
検
討
し

た
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
市
に
対
し
て
も
、
補
助
金

の
交
付
と
と
も
に
、
教
職
員
の
若

年
化
が
進
む
も
と
、
若
い
教
職
員

を
中
心
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
余

裕
が
な
く
な
り
リ
タ
イ
ア
者
が
少

な
か
ら
ず
い
る
な
か
で
、
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
も
福
利
厚
生
の
条

件
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

京
都
市
教
育
委
員
会
の
樫
木
総

務
部
長
か
ら
は
「
府
費
職
員
が
多

数
を
占
め
る
も
と
、
府
補
助
金
の

凍
結
解
除
な
し
に
補
助
金
交
付
は

困
難
」「
福
利
厚
生
の
充
実
は
使

用
者
の
責
務
。
府
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
府
と
も
連
携
し
て

何
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
※
）
厚
生
事
業
に
参
加
す
る
際

の
職
務
専
念
義
務
の
免
除

京都府教育委員会へ要請する
理事会代表（右側）

補
助
金
等
福
利
厚
生
の
前
進
を
要
請

�

理
事
会
代
表　
京
都
府
・
京
都
市
へ京都市教育委員会樫木総務部長へ

要望書を手渡す寒川理事長（右）
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事　　業　　報　　告
～秋晴れの森をゆっくり歩いて～第 42回京都退職教職員のつどい

自然観察会田中優子氏講演会
11月15日（水）  28人

京都大学フィールド科学教育研究センター
上賀茂試験地（京都市北区）

10月21日（土）　163人　京都教育文化センター

　当日は気温は低いものの好天に恵まれ、京
都市内の隠れた自然観察コースである上賀茂
試験地をインストラクターの案内で歩きました。
ラクウショウの気根の群生は見応えがありまし
た。また、パネルを使ってドングリの実の付き
方や芽生え、花の時期などのクイズを楽しみ
ました。参加者からは「森を歩く時に、木と
葉を見ることを覚えました」「近場にこんない
い所があるのがわかり良かったです」などの
感想が寄せられました。

　今年度は、法政大学名誉教授
でテレビ番組のコメンテーター
でおなじみの田中優子氏を迎
え、「自由を生き抜くとは」と
題して講演会を実施しました。
　田中氏は近代社会において自
由や人権を確立するまで経てき

た時代背景や思想・政治、民衆の取り組みを踏まえ、現代では
子ども・女性・LGBTQ・外国人が抑圧や差別を受けている状
況のもと、日本社会・政治がどのような方向に進んでいるの
か、情報を正確にとらえ考えなければいけないと話されまし
た。
　また、自身が総長を務めた法政大学において、誰もが自由を
生き抜ける多様な社会の実現を目指すには、自らが生きる現場
において実践しながら知性を磨く、真に自由な思想と行動「自
由を生き抜く実践知」を大学憲章としたことも話され、参加者
はメモを取るなど熱心に聞き入っていました。
　参加者からは「人を尊重し合う大切さを再認識できた」「現
状・歴史がわかりやすく、特に江戸から明治にかけての民衆の
人権を求める闘争は新鮮であった」などの感想が寄せられまし
た。 稀少で小さな白い花を捜索中！
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生
涯
踊
り
続
け
た
い

　
北
区
に
谷
口
さ
ん
を
訪
ね
る
。
現

職
時
代
は
3
つ
子
と
末
の
息
子
、
さ

ら
に
認
知
症
の
姑
の
世
話
を
し
な

が
ら
、
養
護
教
諭
と
し
て
、
当
時
と

し
て
は
珍
し
く
性
教
育
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
休
み
時
間
に
子
ど
も
達
と
取
り

組
ん
だ
健
康
体
操
は
テ
レ
ビ
の
取

材
を
受
け
る
な
ど
、
と

に
か
く
パ
ワ
フ
ル
な
谷

口
さ
ん
の
周
り
に
は
い

つ
も
人
が
集
ま
っ
て
く

る
。
今
で
も
街
中
で
教
え
子
に
声
を

か
け
ら
れ
た
り
、
一
緒
に
食
事
に

行
っ
た
り
と
慕
わ
れ
て
い
る
。

　
社
交
ダ
ン
ス
と
の
出
会
い
は
、
自

宅
近
く
に
で
き
た
ダ
ン
ス
教
室
を

の
ぞ
い
て
み
た
こ
と
。
一
目
で
ダ
ン

ス
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
た
。

　
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
、
指
導
者

の
資
格
を
取
得
。
定
年
退
職
後
に
は

互
助
組

合
の
府

民
教
養

教
室
で

講
師
と

し
て
活

躍
し
、
今
で
も
別
の
場
所
で
レ
ッ
ス

ン
を
続
け
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
指
導

も
し
て
い
る
。
プ
ロ
と
し
て
の
誇
り

と
自
覚
を
持
ち
、
自
身
の
レ
ッ
ス
ン

も
欠
か
さ
な
い
。「
ダ
ン
ス
に
も
流

行
が
あ
る
。
プ
ロ
と
し
て
、
常
に
新

し
い
こ
と
を
学
び
続
け
て
進
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
ン

ス
は
奥
が
深
い
。
そ
こ
が
楽
し
い
と

こ
ろ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
2
0
1
7
年
に
乳
が
ん
を
患
っ

た
が
、
幸
い
早
期
発
見
だ
っ
た
た

め
、
手
術
の
2
か
月
後
に
は
ダ
ン
ス

を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
り
の

人
に
驚
か
れ
た
そ
う
だ
。

　
「
人
と
の
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
」

と
話
す
谷
口
さ
ん
。
レ
ッ
ス
ン
場
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ダ
ン
ス
を
習

い
に
来
て
い
た
方
の
自
宅
の
２
階

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
も
そ

こ
で
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
い
る
。
30

年
前
に
出
会
っ
た
き
り
で
、
当
時
は

名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
男
性
に

2
0
1
7
年
に
偶
然
再
会
し
競
技

会
に
出
る
こ
と
に
。
現
在
も
ペ
ア
を

組
ん
で
出
場
し
、
孫
世
代
と
競
っ
て

い
る
。「
若
い
人
に
は
な
か
な
か
勝

て
な
い
。
キ
レ
が
違
う
の
よ
」
と
悔

し
そ
う
な
谷
口
さ
ん
。「
そ
れ
で
も

ダ
ン
ス
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
で
き

る
。
健
康
の
た
め
に
楽
し

く
踊
る
の
も
良
い
し
、
競

技
に
出
る
こ
と
を
目
標
に

も
で
き
る
。
私
は
1
2
0

歳
ま
で
生
き
て
、
体
が
動
く
限
り
ダ

ン
ス
を
す
る
。
90
歳
に
な
っ
た
ら
ま

た
会
い
に
来
て
。
絶
対
に
そ
の
頃
も

ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
か
ら
」
と

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
た
。

　

終
始
笑
顔
で
楽
し
く
お
話
を
す

る
谷
口
さ
ん
を
見
て
い
る
と
小
柄

な
体
の
ど
こ
に
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が

隠
れ
て
い
る
の
か
不
思
議
で
な
ら

な
い
。
谷
口
さ
ん
の
周
り
に
人
が
集

ま
る
の
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
少
し
で

も
分
け
て
も
ら
い
た
い
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。

�

（
記　
矢
野
）

撮れびあん！
8

日常生活で撮影した、風景、動物、場面など、
「トレビア～ン！」なお写真を紹介するコーナーです。

次回2・3月号掲載予定。
応募方法はHP（二次元コード）確認

お写真募集中！！

「夜、ネットにかかっていたのを救出。動物病院へ搬送しました。」　山城北支部　久保　昌行

掲載者に薄謝進呈！

北
支
部
　
谷
口 

虹
子 

さ
ん
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タンゴ・ラテンの名曲鑑賞と季節の弁当を味わう他府県支部事業案内 他支部の方歓迎！

日時：2024年2月9日（金）11時～13時40分　 受付：10時30分～
場所：井筒北座ビル5階　京阪「祇園四条駅｣より徒歩2分　阪急「京都河原町駅｣より徒歩5分
費用：他府県支部員3,000円、他支部員3,500円　 定員：40名（応募者多数の場合は抽選、他府県支部員を優先）

※抽選の場合、締切後1週間以内に抽選結果を連絡します。
申込：2024年1月16日（火 ）締切　岡本新一まで（氏名・年齢・住所・電話番号を明記のこと）

　バンドネオンとギターによるアルゼンチンタンゴやラテンの名曲演奏を鑑賞し、「井筒」の料理を味わいます。

北支部
昼食交流会と手作り体験

　昼食会場の「さ
らさ西陣」は、銭
湯をリノベーショ
ンしたお洒落なカ
フェで、カラフル
なマジョリカタイ
ルの装飾がレトロ

な雰囲気を醸し出しています。久しぶりに会えた方
もおり、楽しいひとときを過ごしました。交流会の
後は、隣接する手作り工房「藤森寮」で彫金・ガラ
ス細工の手作り体験をしました。「できるかな」の
声もすぐに消え、やり始めるとのめりこんでしまい
ました。ガラス細工は後日郵送なので、「どんな仕
上がりになるか楽しみです」、彫金では「世界に一
つだけのバングルができました」との感想がありま
した。
 （記　武藤　明子）

亀岡支部
桂米二落語会

　ガレリアかめおか響ホールで、「京の噺家」桂米
二さん・桂二豆さんの落語会があり、話芸の世界を
満喫した楽しい時間となりました。参加者の感想を
一部紹介します。
・正統派の米二さんの落語は是非聴きたかった。
・大変面白く笑いでいっぱいになりました。
・寄席にも行きたくなりました。
・話術の巧みさに引き込まれ、話芸を堪能しました。

感に近身、でのるれらおて来にえ教に校学小内市 ・
じました。

・来年もこのよう
な企画を楽しみに
しています。
 （記　数井　洋次）

社会見学　京都山科　四ノ宮弦楽ふるさとめぐり
　天気もよく、元
気に弦楽ふるさと
めぐりをしました。
　山科駅集合後、
琵琶奏者の小谷さ
んの案内で出発。
諸羽神社はちょう
どお祭りの日で、琵琶石と磐

いわくら

座を見学。徳林庵では、
お地蔵さまが並んでおられて、その中の１体が手に
琵琶を持つお地蔵さまでした。十禅寺は、琵琶法師
の祖である人

さねやす

康親王を開山として859年に創建され
たお寺で、人康親王宮内庁墓にお参りし、四宮大明
神で人康親王が祀られた祠にお参りをしました。十
禅寺に戻って、小谷さんによる琵琶の弾き語りを楽
しみ、人康親王の哀愁を感じました。
 （記　岸本　益子）

西京支部

伏見支部

　三方五湖に浮かぶ天空のテラス（山上公園）から、
眼下の絶景を楽しみ、さかな街では新鮮な海鮮料理
に舌つづみ、そして、世界的にも極めて珍しい年縞
博物館を訪ねる旅でした。バスの中でのビンゴを楽
しみ、また、なによりもお互いの交流を大いに楽し
みました。年縞博物館には、45ｍにもなる７万年
の地層という極めて稀な展示物があり、皆さん地球
の歴史を読み解くガイドさんの話に聞き入りました。
 （記　中地　明）

レインボーラインで三方五胡をめぐる旅
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〈
年
末
年
始
の
発
送
の
お
知
ら
せ
〉

※ 

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
の
年
内
最
終
発
送
は
、
12

月
18
日（
月
）締
切
、
12
月
20
日（
水
）発
送
で
す
。

12
月
19
日（
火
）～
１
月
８
日（
月
）申
込
分
は
１

月
10
日（
水
）に
発
送
し
ま
す
。

バ
レ
ー
。
寺
山
の
詞
に
よ
る
多
く

の
昭
和
の
名
曲
を
織
り
交
ぜ
た
こ

れ
ま
で
に
な
い
音
楽
劇
で
す
。

出
演
　
香
取
慎
吾
　
ほ
か

梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

３
月
９
日
（
土
）
17
時
開
演

取
扱
料
金
　
Ｂ
席
　
７
０
０
０
円

�

全
席
指
定

※�

３
階
席
で
す
。

 

落
語 

　
新
春
め
で
た
く
福
来
る
！
お
腹

を
抱
え
て
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。
楽

し
い
古
典
落
語
の
会
で
す
。

出
演
　
桂
南
光
、桂
塩
鯛
、桂
米
左

　
　
　
桂
吉
の
丞
、
桂
弥
っ
こ

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

１
月
21
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
２
４
０
０
円

�

全
席
指
定

 

古
典
芸
能 

　
プ
レ
ト
ー
ク
あ
り

狂
言
：「
隠
狸
」

　
　
　
野
村
万
作
、
野
村
萬
斎

能
　
：「
卒
都
婆
小
町�

一
度
之
次
第
」

　
　
　�

観
世
銕
之
丞

　
　
　
片
山
九
郎
右
衛
門
　
ほ
か

京
都
芸
術
劇
場
　
春
秋
座

米
朝
一
門
会
　
新
春
初
笑
い

春
秋
座 

ー
能
と
狂
言

表紙指導の
ことば

　「『11ぴきのねこ�どろん
こ』のお話の続きを描こ
う！」というところから想
像を膨らませていきました。
ローラーやスタンプを使っ
て存分に楽しみ、パスでの
仕上げでは、お話のその後、
冬になって雪が降った時の
きょうりゅうのジャブやね
こたちの様子を想像し、夢
中になって描いていました。
雪の中で楽しそうに遊ぶ声
が聞こえてくるような素敵
な作品になりました。

絵画

平林　唯
（梅美台小学校）

テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
監
督
と
俳

優
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
名
作
『
チ
ャ
ー
リ
ー
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
』
で
人
々
に

夢
を
も
た
ら
し
た
〝
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
魔
術
師
〟
ウ
ィ
リ
ー
・
ウ
ォ

ン
カ
の
若
き
日
が
描
か
れ
る

『
ウ
ォ
ン
カ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
の
は
じ
ま
り
』。
工
場
を
築
く

前
の
〝
は
じ
ま
り
〟
は
、
魔
法
に

次
ぐ
魔
法
に
包
ま
れ
て
と
き
め
き

が
と
ま
ら
な
い
！

『
ウ
ォ
ン
カ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

工
場
の
は
じ
ま
り
』
の
翌
週
に
は
、

世
界
中
に
夢
と
感
動
の
体
験
を
提

供
し
て
き
た
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
創
立
１
０
０

周
年
を
記
念
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
最
新
作
『
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
』
が
公

開
！
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
の
ど
の
世

界
よ
り
も
前
か
ら
存
在
す
る
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
で
、〝
願
い
の

力
〟
を
ま
だ
知
ら
な
い
少
女
が
王

国
を
守
る
た
め
に
恐
ろ
し
い
ヴ
ィ

ラ
ン
に
立
ち
向
か
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
も
終
え
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ

り
浸
か
っ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
『
枯
れ
葉
』
を
見
て
ほ
し
い
。

ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
送
り
な
が
ら

も
、
生
き
る
喜
び
と
人
間
と
し
て

の
誇
り
を
失
わ
ず
に
い
る
労
働
者

た
ち
の
現
実
と
、そ
れ
で
も
「
愛
」

を
信
じ
続
け
る
恋
人
た
ち
が
描
か

れ
る
。
抑
制
さ
れ
た
タ
ッ
チ
と
随

所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
と
ぼ
け
た

ユ
ー
モ
ア
が
愛
お
し
い
。
突
然
の

引
退
宣
言
か
ら
６
年
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
名
匠
ア
キ
・
カ
ウ
リ
ス
マ

キ
が
最
高
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
を

連
れ
て
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
わ
た

し
た
ち
の
前
に
帰
っ
て
き
た
！

『
ウ
ォ
ン
カ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

工
場
の
は
じ
ま
り
』
は
８
日
か
ら

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
・
久
御

山
・
高
の
原
に
て
、『
ウ
ィ
ッ

シ
ュ
』
は
15
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ

ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、

Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ

マ
京
都
桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
、

福
知
山
シ
ネ
マ
、
舞
鶴
八
千
代
館

に
て
、『
枯
れ
葉
』
は
29
日
か
ら

京
都
シ
ネ
マ
に
て
公
開
予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『枯れ葉』
© SPUTNIK OY 2023

２
月
３
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
６
７
５
０
円

学
生
ユ
ー
ス（
25
歳
以
下
）２
２
５
０
円

�

全
席
指
定

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
ま
で
の
申
込
分
を
水
曜

日
に
発
送
（
週
１
回
）
し
ま
す
。

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

◆�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ

ス
・
関
西
２
０
２
３

　
※
利
用
期
限
3
月
31
日�

８
８
０
円

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

�

小
中
学
生
　
１
０
０
０
円

�

3
歳
以
上
　
　
５
５
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

一
般
　
１
７
６
０
円

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）

�

１
２
８
０
円

�

小
学
生
　
　
９
６
０
円

�

4
歳
以
上
　
　
４
０
０
円

◆
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト

�

一
般
　
２
３
０
０
円

�

小
学
生
　
１
１
５
０
円

　
※
一
般
1
人
に
つ
き
未
就
学
児
1
人
無
料

　
　
2
人
目
以
降
は
小
学
生
料
金

◆
大
塚
国
際
美
術
館

�

一
般
　
３
１
６
０
円

�

大
学
生
　
２
１
４
０
円

�

小
中
高
生
　
　
５
３
０
円

　
※
未
就
学
児
無
料
・
学
生
は
要
証
明

 

展
覧
会 

　
生
誕
１
６
０
年
を
迎
え
る
京
都

画
壇
の
カ
リ
ス
マ
、
竹
内
栖
鳳
と

彼
の
導
い
た
弟
子
た
ち
の
快
進
撃

に
迫
り
ま
す
。

福
田
美
術
館

１
月
18
日（
木
）～
4
月
７
日（
日
）

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
３
０
０
円

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

進
撃
の
巨
匠

竹
内
栖
鳳
と
弟
子
た
ち

竹内栖鳳《猛虎》福田美術館蔵 前期
（部分）

　
は
９
０
０
円
（
要
証
明
）

※�

前
期
・
後
期
で
展
示
替
あ
り

　
国
内
外
の
モ
ネ
の
代
表
作
約
70

点
が
一
堂
に
会
し
、
モ
ネ
の
代
名

詞
と
し
て
日
本
で
も
広
く
親
し
ま

れ
て
い
る
〈
積
み
わ
ら
〉〈
睡
蓮
〉

な
ど
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
「
連

モ
ネ 

連
作
の
情
景

《ヴェトゥイユの教会》1880年油彩、カンヴァス50.5
×61.0㎝　サウサンプトン市立美術館 
@Southampton City Art Gallery

作
」
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
時

間
や
光
と
の
た
ゆ
ま
ぬ
対
話
を
続

け
た
画
家
の
生
涯
を
辿
り
ま
す
。

大
阪
中
之
島
美
術
館
５
階
展
示
室

２
月
10
日（
土
）～
５
月
６
日（
月
休
）

取
扱
料
金
　
一
般
　
２
０
７
０
円

�

大
高
生
　
１
１
７
０
円

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
当
日
料
金
の
半
額
（
要
証
明
）

　
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
ジ
ュ
エ
リ
ー
と

は
宝
石
や
貴
金
属
と
い
っ
た
高
価

な
素
材
を
使
用
せ
ず
に
、
ガ
ラ
ス

や
メ
タ
ル
、
半
貴
石
な
ど
の
素
材

で
衣
服
と
の
相
性
を
重
要
視
し
て

作
ら
れ
た
装
身
具
で
、
シ
ャ
ネ
ル

に
よ
っ
て
広
く
普
及
し
ま
し
た
。

約
４
０
０
点
が
一
堂
に
会
す
る
日

本
初
の
展
覧
会
で
す
。

京
都
文
化
博
物
館

２
月
17
日（
土
）～
４
月
14
日（
日
）

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
２
６
０
円

�

大
高
生
　
　
８
１
０
円

特
別
展 

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
ジ
ュ
エ
リ
ー

美
の
変
革
者
た
ち

シ
ャ
ネ
ル
、
デ
ィ
オ
ー
ル
、
ス
キ
ャ
パ
レ
ッ
リ

シ
ャ
ネ
ル
《
ネ
ッ
ク
レ
ス
「
花
」
モ
チ
ー
フ
》
１
９
３
０
年
代  

ガ
ラ
ス
、
メ
タ
ル
［
製
作
：
メ
ゾ
ン
・
グ
リ
ポ
ワ
］

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

 

音
楽 

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト

の
第
一
線
で
活
躍
中
の
中
川
晃
教

の
歌
声
を
、
京
フ
ィ
ル
の
演
奏
に

の
せ
て
お
届
け
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
。

京
都
芸
術
劇
場
　
春
秋
座

２
月
17
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
７
２
０
０
円

�

全
席
指
定

　
大
人
も
子
ど
も
も
本
格
的
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
楽
し
く
聞
け
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

出
演
　
四
方
典
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
　
　
谷
村
悟
史
（
テ
ノ
ー
ル
）

　
　
　
大
阪
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

２
月
18
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
０
８
０
円

�

３
歳
～
高
校
生
　
　
６
３
０
円

�

全
席
指
定

　
津
軽
三
味
線
を
リ
ー
ド
す
る

ト
ッ
プ
奏
者
が
登
場
！
異
な
る
流

中
川
晃
教
＆
京
フ
ィ
ル

ブ
リ
リ
ア
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

大
阪
交
響
楽
団

み
ん
な
で
楽
し
む
ザ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

小
山
豊
＆
新
田
昌
弘

津
軽
三
味
線
デ
ュ
オ

派
の
二
人
が
織
り
な
す
音
色
は
必

聴
で
す
。

演
目
　
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節

　
　
　
全
国
民
謡
メ
ド
レ
ー

　
　
　
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
　
ほ
か

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

２
月
23
日
（
金
祝
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
３
７
０
０
円

�

ペ
ア
　
７
０
０
０
円

�

全
席
指
定

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
×
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
、
耳
と
目
で
楽
し
む
新
感

覚
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
に
よ
る
宇
宙
関
連
の
作
品

に
合
わ
せ
て
、
天
井
い
っ
ぱ
い
に

星
空
を
投
影
し
ま
す
。

オ
ル
ガ
ン
：
石
丸
由
佳

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
：
本
部
勲
夫（
元

京
都
市
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
学

芸
員�

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
担
当
）

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

２
月
23
日
（
金
祝
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
３
５
０
円

�

全
席
指
定

 

音
楽
劇 

　
寺
山
修
司
が
今
生
き
て
い
た
ら

何
を
想
い
、
何
を
表
現
し
た
の
か
。

舞
台
は
生
と
死
が
交
錯
す
る
キ
ャ

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
・
エ
ト
ワ
ー
ル

石
丸
由
佳

『
テ
ラ
ヤ
マ
キ
ャ
バ
レ
ー
』

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

・
座
席
の
指
定
、
申
込
締
切
後
の
取
り
消
し
不
可

・ 

申
込
多
数
の
場
合
、
締
切
後
抽
選

・ 

展
覧
会
、
映
画
以
外
で
年
齢
に
つ
い
て
注
意
書
き
の
な
い

　
催
し
に
つ
い
て
は
未
就
学
児
の
入
場
不
可

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
─
７
７
１
─
６
１
８
０
で
。

　
　
　
　
　
郵
送
も
可
。
用
紙
は
自
由
。

　
　
　
　
　
※
ク
イ
ズ
等
の
申
込
は
併
記
不
可

　
　
　
　
　
住
所
・
氏
名
・
組
合
員
番
号

　
　
　
　
　
公
演
名
・
日
時
・
券
種（
一
般
等
）・
希
望
枚
数

　
　
　
　
　
2
月
に
口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し

　
　
　
　
　
引
落
で
き
な
い
方
に
は
振
込
用
紙
を
送
付

申
込
方
法

申
込
事
項

支
払
方
法

申
込
締
切
日

12
月
25
日（
月
）申込はこちら

退 職退 職

Inspired by Shuji Terayama
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〈
年
末
年
始
の
発
送
の
お
知
ら
せ
〉

※ 

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
の
年
内
最
終
発
送
は
、
12

月
18
日（
月
）締
切
、
12
月
20
日（
水
）発
送
で
す
。

12
月
19
日（
火
）～
１
月
８
日（
月
）申
込
分
は
１

月
10
日（
水
）に
発
送
し
ま
す
。

バ
レ
ー
。
寺
山
の
詞
に
よ
る
多
く

の
昭
和
の
名
曲
を
織
り
交
ぜ
た
こ

れ
ま
で
に
な
い
音
楽
劇
で
す
。

出
演
　
香
取
慎
吾
　
ほ
か

梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

３
月
９
日
（
土
）
17
時
開
演

取
扱
料
金
　
Ｂ
席
　
７
０
０
０
円

�

全
席
指
定

※�

３
階
席
で
す
。

 

落
語 

　
新
春
め
で
た
く
福
来
る
！
お
腹

を
抱
え
て
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。
楽

し
い
古
典
落
語
の
会
で
す
。

出
演
　
桂
南
光
、桂
塩
鯛
、桂
米
左

　
　
　
桂
吉
の
丞
、
桂
弥
っ
こ

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

１
月
21
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
２
４
０
０
円

�

全
席
指
定

 

古
典
芸
能 

　
プ
レ
ト
ー
ク
あ
り

狂
言
：「
隠
狸
」

　
　
　
野
村
万
作
、
野
村
萬
斎

能
　
：「
卒
都
婆
小
町�

一
度
之
次
第
」

　
　
　�

観
世
銕
之
丞

　
　
　
片
山
九
郎
右
衛
門
　
ほ
か

京
都
芸
術
劇
場
　
春
秋
座

米
朝
一
門
会
　
新
春
初
笑
い

春
秋
座 

ー
能
と
狂
言

表紙指導の
ことば

　「『11ぴきのねこ�どろん
こ』のお話の続きを描こ
う！」というところから想
像を膨らませていきました。
ローラーやスタンプを使っ
て存分に楽しみ、パスでの
仕上げでは、お話のその後、
冬になって雪が降った時の
きょうりゅうのジャブやね
こたちの様子を想像し、夢
中になって描いていました。
雪の中で楽しそうに遊ぶ声
が聞こえてくるような素敵
な作品になりました。

絵画

平林　唯
（梅美台小学校）

テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
監
督
と
俳

優
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
名
作
『
チ
ャ
ー
リ
ー
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
』
で
人
々
に

夢
を
も
た
ら
し
た
〝
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
魔
術
師
〟
ウ
ィ
リ
ー
・
ウ
ォ

ン
カ
の
若
き
日
が
描
か
れ
る

『
ウ
ォ
ン
カ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
の
は
じ
ま
り
』。
工
場
を
築
く

前
の
〝
は
じ
ま
り
〟
は
、
魔
法
に

次
ぐ
魔
法
に
包
ま
れ
て
と
き
め
き

が
と
ま
ら
な
い
！

『
ウ
ォ
ン
カ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

工
場
の
は
じ
ま
り
』
の
翌
週
に
は
、

世
界
中
に
夢
と
感
動
の
体
験
を
提

供
し
て
き
た
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
創
立
１
０
０

周
年
を
記
念
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
最
新
作
『
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
』
が
公

開
！
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
の
ど
の
世

界
よ
り
も
前
か
ら
存
在
す
る
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
で
、〝
願
い
の

力
〟
を
ま
だ
知
ら
な
い
少
女
が
王

国
を
守
る
た
め
に
恐
ろ
し
い
ヴ
ィ

ラ
ン
に
立
ち
向
か
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
も
終
え
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ

り
浸
か
っ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
『
枯
れ
葉
』
を
見
て
ほ
し
い
。

ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
送
り
な
が
ら

も
、
生
き
る
喜
び
と
人
間
と
し
て

の
誇
り
を
失
わ
ず
に
い
る
労
働
者

た
ち
の
現
実
と
、そ
れ
で
も
「
愛
」

を
信
じ
続
け
る
恋
人
た
ち
が
描
か

れ
る
。
抑
制
さ
れ
た
タ
ッ
チ
と
随

所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
と
ぼ
け
た

ユ
ー
モ
ア
が
愛
お
し
い
。
突
然
の

引
退
宣
言
か
ら
６
年
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
名
匠
ア
キ
・
カ
ウ
リ
ス
マ

キ
が
最
高
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
を

連
れ
て
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
わ
た

し
た
ち
の
前
に
帰
っ
て
き
た
！

『
ウ
ォ
ン
カ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

工
場
の
は
じ
ま
り
』
は
８
日
か
ら

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
・
久
御

山
・
高
の
原
に
て
、『
ウ
ィ
ッ

シ
ュ
』
は
15
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ

ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、

Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ

マ
京
都
桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
、

福
知
山
シ
ネ
マ
、
舞
鶴
八
千
代
館

に
て
、『
枯
れ
葉
』
は
29
日
か
ら

京
都
シ
ネ
マ
に
て
公
開
予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『枯れ葉』
© SPUTNIK OY 2023

２
月
３
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
６
７
５
０
円

学
生
ユ
ー
ス（
25
歳
以
下
）２
２
５
０
円

�

全
席
指
定

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
ま
で
の
申
込
分
を
水
曜

日
に
発
送
（
週
１
回
）
し
ま
す
。

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

◆�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ぐ
る
っ
と
パ

ス
・
関
西
２
０
２
３

　
※
利
用
期
限
3
月
31
日�

８
８
０
円

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

�

小
中
学
生
　
１
０
０
０
円

�

3
歳
以
上
　
　
５
５
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

一
般
　
１
７
６
０
円

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）

�

１
２
８
０
円

�

小
学
生
　
　
９
６
０
円

�

4
歳
以
上
　
　
４
０
０
円

◆
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト

�

一
般
　
２
３
０
０
円

�

小
学
生
　
１
１
５
０
円

　
※
一
般
1
人
に
つ
き
未
就
学
児
1
人
無
料

　
　
2
人
目
以
降
は
小
学
生
料
金

◆
大
塚
国
際
美
術
館

�

一
般
　
３
１
６
０
円

�

大
学
生
　
２
１
４
０
円

�

小
中
高
生
　
　
５
３
０
円

　
※
未
就
学
児
無
料
・
学
生
は
要
証
明
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10

動
活
援
支
興
復
の
間
年

い
て
え
絶
途
で
禍
ナ
ロ
コ
。
た
し

ん
ど
う
風
京
に
り
つ
ま
の
元
地
た

吹
息
な
た
新
の
へ
興
復
。
た
し
ま

、
で
問
訪
の
回
今
。
た
し
ま
じ
感
を10

援
支
の
へ
等
宅
住
設
仮
の
間
年

つ
る
す
と
り
切
区
の
つ
一
に
動
活

支
を
動
活
の
』
絆
『。
す
で
り
も

‼

 

部
支
久
城

　

上
井
　

司
孝

。
る
い
て
し
ら
暮
と
匹
３
コ
ネ

、
り
罹
に
病
膚
皮
が
匹
２
内
の
そ

。
い
た
し
治
か
と
何
が
る
い
が
気
根

い
な
か
い
は
と
し
よ
か
な
な
ん
み

終
を
い
通
院
病
く
早
。
い
し
お
愛

。
い
た
せ
ら
わ

 
部
支
岡
亀

　

木
一
　
博

動
感
に
史
分
自

、
寿
喜
、
希
古
、
目
節
の
生
人

史
分
自
に
毎
寿
卒
、
寿
米
、
寿
傘

は
今
。
た
し
行
発
度
都
の
そ
を

90指
目
を
寿
白
、
ら
乍
年
辰
の
ば
半

痛
を
斐
甲
き
生
に
か
や
さ
さ
て
し

退
年
定
、
は
容
内
。
る
い
て
し
感

や
職
要
の
等
会
治
自
元
地
に
後
職

た
ま
あ
だ
ん
励
に
々
等
会
の
味
趣

涯
生
も
ん
さ
皆
。
い
し
楽
て
い
て

ま
ま
が
う
思
、
ず
ら
限
に
目
節
の

は
て
め
た
た
し
を
」
史
分
自
「
に

 

部
支
部
綾

　

庄
新
　

夫
幸

を
間
期
慮
熟
て
し
求
請
に
所
判
裁

ま
き
で
も
と
こ
う
ら
も
て
し
ば
延

品
遺
、
は
て
し
と
法
方
査
調
。
す

機
報
情
用
信
人
個
、
り
た
べ
調
を

。
す
ま
れ
ら
え
考
が
ど
な
法
方
る
す

を
書
述
申
、
は
続
手
の
棄
放
続
相

一
と
ど
な
本
謄
籍
戸
、
て
し
成
作

。
す
ま
し
出
提
に
所
判
裁
庭
家
に
緒

　

後
間
期
慮
熟
、
合
場
の
ん
さ
弟

判
が
と
こ
る
あ
が
金
借
に
父
亡
に

さ
弟
。
ね
す
で
と
こ
の
と
た
し
明

て
じ
信
と
い
な
も
何
は
産
遺
は
ん

が
月
か
３
、
で
の
す
で
う
よ
た
い

き
で
が
棄
放
続
相
も
て
い
て
ぎ
過

裁
高
最
（
す
ま
り
あ
が
性
能
可
る

和
昭

59

月
４
年

27

早
。）
決
判
日

良
が
方
た
し
談
相
に
士
護
弁
に
急

。
す
ま
い
思
と
い

士
護
弁

　

松
村
　

み
づ
い

）
所
務
事
律
法
都
京
（

Q
　

く
亡
が
親
父
に
前
年
半

の
棄
放
続
相
は
私
、
り
な

に
父
、
は
弟
。
た
し
ま
し
を
続
手

手
の
棄
放
、
い
思
と
い
な
は
産
遺

、
き
届
が
状
促
督
ら
か
者
権
債
、
後

す
を
棄
放
続
相
は
弟
。
た
し
ま
り

？
かA

　

、
合
場
い
な
く
た
し
続
相
を

放
続
相
「
て
し
と
つ
１
の
肢
択
選

り
あ
が
）
条
５
１
９
法
民
（」
棄

の
分
自
、
は
人
続
相
定
法
。
す
ま

る
す
棄
放
を
続
相
に
内
）
間
期
慮

間
時
に
査
調
。
す
ま
き
で
が
と
こ

庭
家
、
ば
れ
あ
で
う
よ
る
か
か
が

に
後
過
経
間
期
棄
放
続
相

覚
発
金
借
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25名に図書カードが当たる‼︎

　
高
齢
者
講
習
の
案
内

が
来
た
。
運
転
免
許
証

更
新
の
６
か
月
以
内
に

講
習
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
。

期
間
は
６
か
月
も
あ
る
と
悠
長
に

構
え
て
暫
く
放
置
。
や
っ
と
近
く

の
教
習
所
に
予
約
の
電
話
を
し
た

が
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
。
十

数
回
目
に
や
っ
と
つ
な
が
っ
た
と

思
っ
た
ら
、
次
の
予
約
期
間
は
１

週
間
後
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
。
違
う
教
習
所
に
電
話
し

て
や
っ
と
講
習
の
予
約
は
と
れ
た

の
だ
が
、
そ
れ
は
２
か
月
も
あ
と

の
日
程
で
、
危
う
く
免
許
失
効
に

な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
▼
長
年
乗
っ

て
き
た
愛
車
は
も
う
十
数
年
に
な

る
。毎
年
点
検
に
出
し
て
い
る
が
、

そ
の
度
に
「
足
元
に
相
当
サ
ビ
が

出
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
に

微
妙
な
水
漏
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ

ろ
そ
ろ
買
い
替
え
が
必
要
で
は

…
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
。
ま
る
で

自
分
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、「
新

車
を
買
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
歳
ま

で
車
に
乗
れ
る
の
か
な
ぁ
…
」
な

ど
と
思
っ
て
し
ま
う
▼
高
齢
者
に

と
っ
て
ど
う
や
っ
て
「
足
」
を
確

保
す
る
か
は
大
き
な
問
題
。
街
中

な
ら
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
も
で
き

る
が
、
田
舎
で
は
車
は
生
活
必
需

品
で
も
あ
る
。
免
許
証
返
納
に
特

典
が
付
く
市
町
村
も
あ
る
が
、
生

涯
の
「
足
」
が
確
保
で
き
る
訳
で

は
な
い
。
高
齢
者
と
車
、
難
題
の

ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し

た
。�

（
佐
古
）

　
二
重
枠
の
７
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
無
利
子
だ
と
助
か
り
ま
す
。

クイズの応募規定▶締切12月末日必着
（正解・呈賞者は2月号で発表）

＊�支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互
助組合まで。ハガキ、FAX、ホームページ等
で応募してください。
＊�お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」
にお断りなく掲載させていただくことがあり
ます。掲載不可の場合はその旨をお書き添え
ください。

応募はこちらから

▼呈賞者（敬称略）
琴塚留美子（北支部）
今村ひろみ（上京支部）
並河　雅也（右京支部）
熊木美紀江（右京支部）
渡辺　則子（西京支部）
橋本　建男（左京北支部）
植木　昭人（左京南支部）
古川　晋治（南支部）
小野真太郎（伏見支部）
飯田　恒子（深草支部）
小寺　幸司（醍醐支部）
小早川恵子（乙訓支部）
平岡　惠子（宇治東支部）
松本佐世子（宇治西支部）
藤井　令子（城久支部）
富永　直也（山城北支部）
井上　文雄（山城南支部）
西垣　瑞江（亀岡支部）

川邉　　哲（船井支部）
上柿真由美（綾部支部）
中村　邦夫（福知山支部）
大谷　瑞子（宮与支部）
阿武　克宜（京丹後支部）
神田　順子（他府県滋賀）
樋口　典代（他府県大阪）

クロスワードクイズ
10月号の答え：百科事典（ヒャッカジテン）
� （応募者486名中、正解者482名）

☆10月号の解答図

10月からGoogle
フォームに変更し
ています。
返信メールは届き
ません。

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　
ク
リ
ス
マ
ス
ホ
ー
リ
ー
と
い

わ
れ
る
植
物
は
？

２　
文
楽
人
形
の
首
か
ら
上
の
部

分
。「
首
」
と
書
き
ま
す

３　
︱
︱
も
の
。
偽
物
で
す
ね

４　
い
ま
、
お
出
か
け
し
て
い
ま

す
５　
元
素
記
号
Ａ
ｕ
は
？

６　
東
北
地
方
の
県
で
面
積
全
国

第
３
位

９　
︱
︱
の
見
物
。
第
三
者
の
立

場
か
ら
、
物
事
の
成
り
行
き
を

傍
観

11　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
敵
役
は
︱

︱
マ
ン

12　
丸
く
て
芽
が
出
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
正
月
の
縁
起
物
に
使
わ

れ
る
多
年
生
水
性
植
物

13　
波
の
周
期
的
な
長
さ
の
こ
と

14　
職
場
と
の
往
き
来

15　
瀬
戸
内
海
で
一
番
大
き
い
の

は
︱
︱
島
で
す

17　
中
国
の
︱
︱
城
。
故
宮
と
も

い
い
ま
す

18　
い
ま
見
て
い
る
の
は
、
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
の
？

20　
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
五

重
奏
曲
と
い
え
ば
？

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　
１
９
３
０
年
に
竣
工
、
太
平

洋
横
断
の
貨
客
船
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た

５　
囲
碁
、
将
棋
な
ど
の
対
局
の

記
録
で
す

７　
岩
よ
り
小
さ
く
、
砂
よ
り
大

き
い

８　
気
体
用
の
貯
蔵
庫

10　
子
守
歌

12　
︱
︱
湾
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は

小
天
橋

14　
日
本
に
生
息
す
る
熊
は
ヒ
グ

マ
と
︱
︱
グ
マ

15　
︱
︱
の
呼
吸
。
息
が
ぴ
っ
た

り
16　
︱
︱
同
源
。
漢
方
の
根
本
思

想
と
か

19　
あ
ま
い
と
つ
け
込
ま
れ
ま
す

21　

マ
タ
タ
ビ
科
の
フ
ル
ー
ツ
。

緑
と
黄
色
が
あ
り
ま
す
ね

22　
羊
肉
の
焼
肉
料
理
。
北
海
道

の
郷
土
料
理
で
す

互助組合報退教互版 2023.12.15

11



▲

互助組合報退教互版 2023.12.15　平成 20年 1月 24日第三種郵便物承認

12


